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The purpose of the present study was to examine the relationship between benevolent sexism and 
gender-role consciousness. This study focused on the three sources of benevolent sexism: paternalism/ 
maternalism, complementary gender differentiation, and heterosexual intimacy. Forty university students 
completed a questionnaire which consists of benevolent sexism (ASI: Ambivalent Sexism Inventory 
or AMI: Ambivalent toward Men Inventory) and gender-role consciousness (M-H-F Scale). The main 
results were as follows: (1) Masculinity promoted benevolent sexism in both of male and female; (2) 
There was no influence of gender-role consciousness on complementary gender differentiation of men 
nor maternalism of female; (3) However, I found that the reliability of the three sources of ASI or AMI 
by α coefficients was low.












































































































参加者　大学生 40 名（男性 18 名，女性 22 名）。大幅
な欠損がみられた女性 1 名は分析対象から除外し，39
名（男性 18 名，女性 21 名）のデータを分析に用いた。
質問項目　参加者の性役割意識を調査するために，
M-H-F scale（伊藤，1978）の Masculinity 項目の 10 項目，
Humanity 項目の 10 項目，Femininity 項目の 10 項目の





体的性別男性版の質問紙には Ambivalent Sexism 
Inventory （ASI）日本語版（宇井・山本，2001）の好





項目は 3 項目，異性愛重視項目は 4 項目である。項
目内容及び 3 要素の分類については Table 1 に示した。
身体的性別女性版の質問紙には Ambivalent toward Men 
Inventory（AMI）日本語版（阪井，2007）の好意的性
差別因子に該当する 10 項目を用い，5 件法で回答を
求めた。Glick & Fiske（1999）より，マターナリズム
項目は 3 項目，ジェンダー差異項目は 3 項目，異性愛
重視項目は 4 項目である。項目内容及び 3 要素の分類













性別男性版では，Masculinity 因子の α 係数は .80，
Humanity 因子の α 係数は .76，Femininity 因子の α 係
数は .79 の値を示し，信頼性のあるものであった。身
体的性別女性版においても，Masculinity 因子の α 係数
は .70，Humanity 因子の α 係数は .78，Femininity 因子





因子の α係数は .42，ジェンダー差異因子の α係数は .55
と低いが，異性愛重視因子の α 係数は .78 の値を示し
た。
Ambivalent toward Men Inventory（AMI）日本語版の
好意的性差別因子の信頼性を確認するために，各尺度
項目の内的一貫性を検討した。その結果，マターナリ
ズム因子の α 係数は .32，ジェンダー差異因子の α 係





確認されたが，ASI 日本語版と AMI 日本語版の好意
的性差別因子における各因子の信頼性では，2 次因
子として抽出された因子であること（Glick & Fiske，
















ては，Table 3 と Table 4 に示したとおりである。
（1）3要素を基準変数とした重回帰分析
身体的性別男性版における結果　性役割意識が好意的












































































難であるが，Figure 1 および Figure 2 に示した男性版












その結果を Table 5 に示す。
Table 5 に示した結果の中で，決定係数である R2
の値が .10 以上の項目について以下に詳しく記述す
る。異性愛重視に分類される項目 6 には Femininity
因子が，同じく異性愛重視に分類される項目 7 には，
Masculinity 因子が正の影響を及ぼしていた。パターナ
リズムに分類される項目 8 には，Masculinity 因子が正
の影響を，Humanity 因子が負の影響を及ぼしていた。
また，パターナリズムに分類される項目 10 と，ジェ












































た。その結果を Table 6 に示す。
Table 6 に示した結果の中で，決定係数 R2 の値が .10
以上の項目について以下に詳しく記述する。ジェン




る項目 6 には，Humanity 因子が正の影響を及ぼして
いた。また，ジェンダー差異に分類される項目 7 と，
異性愛重視に分類される項目 8 には，Masculinity 因子
が正の影響を，Humanity 因子が負の影響を及ぼして
いることが示された。なお，多重共線性について確認
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